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受賞・表彰報告
Award and Commendation 

はじめに

昨年度、当研究所職員の調査研究活動を通して、光栄にも複数の受賞や表彰を頂きました。
あらためまして、関係各位に深謝を表します。

受賞・表彰をいただいた研究活動につきまして、以下にてその概要を紹介いたします。

総務省　統計データ分析コンペティション2024　審査員奨励賞 
「XAI を用いた介護業界における地域別の従業者数の就業要因に関する一考察」�  
� 報告：宮内弘太（データサイエンス室　研究員　博士（工学））

まず、本受賞は当研究所の職員を対象に自己啓発を促す所内制度の一環で、自由な発想のもと本研究を行った結果、受
賞できた経緯があります。自己啓発でXAIをテーマ設定した理由として、近年、AI技術の目覚ましい発展により多くの実用
化がされている一方、解がブラックボックスに陥りやすいデメリットがあります。この解決方法として提案されているのが、
XAI（説明可能な人工知能）であり、本制度を活用してXAIの技術習得に取り組みました。習得した技術の成果として、総
務省が開催している統計データ分析コンペティション2024に参加したところ、審査員奨励賞を頂くことができました。
本コンペティションは、参加者は共通のデータを使用し、自由な発想で研究テーマおよび課題を決定し、解決に向けて
分析を行い、論文として発表するものになります。
私は、昨今の介護業界の就業状況に着目し、その
要因をXAIで解析することを行いました。図－1は
その結果の一部を示しており、今後、介護業界の
従業者数を増加していくためには、従業者の待遇
を良くするだけでなく、例えば、地域の公共事業
の促進などの地域全体の活性化が必要であること
が明らかになりました。
今回の受賞を励みに、より一層の技術の向上に
取り組んでいきたいと思います。

令和5年度国土交通省国土技術政策総合研究所　所長表彰（優良業務及び優秀技術者表彰）� 
「自動運転のための高速道路における先読み情報検知及び走行実態分析業務」�  
� 報告：西村　巧（交通・社会経済部門　主幹研究員兼グループマネジャー）

「2030年までに世界一安全で円滑な道路交通社会を構築・維持する」という政府目標（官民ITS構想ロードマップ
2020）の実現に向け、自動運転車両が円滑に走行できるよう、車載センサ検知外の事故等による車線閉塞事象の情報
（「先読み情報」）を道路インフラ側から迅速に提供することが重要となっています。道路インフラ側との連携による早

 

図－1　XAIを用いた特徴量の解釈
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期の自動運転実現に向け、国総研が進める「自動運転の普及拡大に向けた道路との連携に関する共同研究」の枠組みの
一環として実施された本業務では、高速道路における先読み情報の検知と高速道路の走行実態についてETC2.0プロー
ブ情報を用いた分析を行いました。
具体的には、ETC2.0プローブ情報を用いた分析を中心に据え、落下物、事故、故障車といった車線閉塞事象や、IC出口
路肩渋滞の発生をETC2.0プローブ情報から検知できる可能性について分析しました。また、降雨や濃霧といった悪天候
時や、路肩規制などの工事規制時における、大型車・小型車それぞれの高速道路の走行実態についても詳細な分析を実施
しています。これらの分析結果に基づき、「自動運転の普及拡大に向けた道路との連携に関する共同研究」報告書（案）
の作成や、関係者会議の運営支援等を行いました。
本業務を通じて、ETC2.0プローブ情報が道路交通状況を的確に把握するために有効であることを改めて確認し、将来
の自動運転車両への先読み情報提供に資する知見を得ることができました。今回の表彰は、ETC2.0を活用した先進的な
分析と、自動運転実現に向けた共同研究への貢献が評価されたものと受け止めております。
業務遂行にあたり、多大なるご指導、ご協力いただきました関係各位、そして当研究所の担当者全員に深く感謝申し上
げます。今回の受賞を励みに、自動運転支援に関する研究開発をさらに推進し、ひいては安全で円滑な道路交通社会の実
現に貢献できるよう、より一層努めてまいります。

国土交通省中国地方整備局松江国道事務所　中国地方整備局長表彰　�  
「令和4年度松江国道事務所管内　中海・宍道湖圏域検討業務」 
� 報告：和泉範之（交通・社会経済部門　主任研究員）

「令和4年度松江国道事務所管内　中海・宍道湖圏域検討業

務」にて、中国地方整備局の局長表彰をいただきました。本業務

では、復建調査設計株式会社とJVで取り組んだ業務であり、業

務に対して誠実に取り組む同社にリードしていただいた結果とし

て受賞できたものと確信しております。

業務内容は、中海・宍道湖圏域における人・モノの流れを活性

化させる「中海・宍道湖8の字ネットワーク」の整備効果を検討す

ることがメインテーマでした。検討にあたっては、中海・宍道湖圏

域における現況分析や現地調査、また経済分析に基づく3便益

以外の効果の算出、経営者および若者への意見聴取を行い、検

討会の資料作成、とりまとめを行った業務です。

当研究所は、主に若者（島根大学の学生）への意見聴取を担

当しており、ワークショップを2回開催し、将来の地域の担い手の

意見をとりまとめました。個人的には、地元の活性化に繋がる業

務に携われた上に、表彰までいただけたことで非常に印象的な

業務となりました。

今回の業務表彰を励みに、今後も地域の発展に貢献できるよ

うに努力したいと思います。

 

写真－1　島根大学でのワークショップの様子




